
自然エネルギーネットまつもと：2017年度第 7回学習会 

  松本市生物多様性地域戦略～生きものあふれる松本プラン～ 

                                 2017年10月23日 

                               長野県地球温暖化防止活動推進員・気象予報士）宮澤 

１． 生物多様性とは： 

 

＜生物多様性の恵み＞ 

 

 

２． 松本市の生物多様性の現状： 

＜松本市の環境基盤＞  

地形、地質、水系（河川・湖沼・地下水）、気候： それぞれ、多様で変化に富んでおり、すばらしい環境基盤を有

する。 

＜松本市の動植物＞ 

種類が多い。（植物 2933種類  動物 4033種） レッドリストも多い。（植物 368種、動物 278種） 

＜松本市の生物多様性の問題点＞ 

・開発行為など、人間活動による多様性の損失 

・人間活動がなくなることによる生物多様性の損失 

・外来生物による生物多様性の損失 



 

 

６．モデル地区： 8地区を選定。市民等の活動推進の取り掛かり、入口としての役割 

７．推進体制： 市民を主体として、様々な団体や機関と連携（松本市、NPO、大学、事業者等） 

 ・進行管理： モニタリング指標を設定している。（中身は不十分か・・・） 

                                          （出典：松本市生物多様性地域戦略） 


